
(57)【要約】

【課題】高い装飾性を備え、しかも生産性に優れた笠木

を提供する。

【解決手段】パラペット１に装着される笠木３において

笠木本体３Ａの外側面６に装着される化粧材13は、笠木

本体３Ａにその基端18を接続した天板14と、ブラケット

43にその基端19を接続するとともにその先端17を天板14

に接続した底板15とからなり、天板14と底板15との間を

天板14に設けられ嵌合溝24,25を備えたリブ26,27と底板

15に設けられ嵌合突起39,40を備えた底板側リブ41,42に

より連結するとともに、リブ26,27及びリブ41,42は、天

板14及び底板15の全長に渡って一体に形成し、さらに底

板15の基端19側を下方に垂設させて形成された垂壁部32

に、ブラケット43又はパラペット１に係止可能な係止部

34を設け、その上、化粧材13の先端側に下方に延設して

形成された水切り部23を設ける。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
パ ラ ペ ッ ト の 天 端 部 に 所 定 間 隔 を お い て 固 定 さ れ る ブ ラ ケ ッ ト と 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト に 係 合
し て 前 記 パ ラ ペ ッ ト の 天 端 部 を 覆 う 笠 木 本 体 と 、 該 笠 木 本 体 の 外 側 面 に 装 着 さ れ る 化 粧 材
と を 備 え た 笠 木 に お い て 、
前 記 化 粧 材 は 、 前 記 笠 木 本 体 に そ の 基 端 を 接 続 し た 天 板 と 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト に そ の 基 端 を
接 続 す る と と も に そ の 先 端 を 前 記 天 板 に 接 続 し た 底 板 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 笠 木 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 化 粧 材 に お け る 前 記 天 板 と 前 記 底 板 と の 間 を 、
前 記 天 板 か ら 下 方 に 延 設 さ れ 下 端 に 嵌 合 溝 又 は 嵌 合 突 起 の い ず れ か 一 方 を 備 え た 天 板 側 リ
ブ と 、
前 記 底 板 か ら 上 方 に 延 設 さ れ 上 端 に 嵌 合 溝 又 は 嵌 合 突 起 の い ず れ か 他 方 を 備 え た 底 板 側 リ
ブ に よ り 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 笠 木 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 天 板 側 リ ブ 及 び 底 板 側 リ ブ は 、 前 記 天 板 及 び 前 記 底 板 の 全 長 に 渡 っ て 一 体 に 形 成 さ れ
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 笠 木 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 底 板 の 基 端 側 を 下 方 に 垂 設 さ せ て 形 成 さ れ た 垂 壁 部 に 、 前 記 パ ラ ペ ッ ト 又 は 前 記 ブ ラ
ケ ッ ト に 係 止 可 能 な 係 止 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 笠 木 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 化 粧 材 の 先 端 側 に 下 方 に 延 設 し て 形 成 さ れ た 水 切 り 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 笠 木 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 笠 木 本 体 の 外 側 面 に 装 着 す る 化 粧 材 を 備 え た 笠 木 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 コ ン ク リ ー ト な ど か ら 成 る パ ラ ペ ッ ト の 天 端 部 に は 、 主 に パ ラ ペ ッ ト の 防 水 性 を
図 る こ と を 目 的 と し て ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 軽 金 属 材 料 か ら な る パ ラ ペ ッ ト 笠 木 が 取 り 付 け
ら れ て い る 。 こ の よ う な パ ラ ペ ッ ト 笠 木 は 、 天 板 部 の 両 側 か ら 外 面 板 と 内 面 板 を 垂 設 し た
断 面 コ 字 型 に 形 成 さ れ 、 パ ラ ペ ッ ト の 天 端 部 に ビ ス な ど に よ っ て 固 定 さ れ た 断 面 略 コ 字 型
の ブ ラ ケ ッ ト に 被 せ る こ と に よ っ て 、 外 面 板 と 内 面 板 の 下 端 部 を ブ ラ ケ ッ ト の 両 端 に 係 止
し て パ ラ ペ ッ ト の 天 端 部 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 こ の 種 の パ ラ ペ ッ ト 笠 木 は 、 パ ラ ペ ッ ト の 防 水 性 を 高 め る こ と を そ の 主 な 目
的 と す る も の で あ る が 、 近 年 、 デ ザ イ ン 性 を 高 め る た め に 、 建 物 の 外 側 面 に 表 れ る 笠 木 の
外 面 板 を 単 な る 平 板 状 で は な く 、 そ の 一 部 を パ ラ ペ ッ ト の 外 側 面 か ら 大 き く 突 出 す る 立 体
感 の あ る 凹 凸 状 に 形 成 す る な ど 装 飾 性 に 優 れ た 外 面 板 （ 化 粧 材 ） を 採 用 し た パ ラ ペ ッ ト 笠
木 も 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ０ ７ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ で は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 薄 板 を 折 り 曲 げ 成 形 し た も の で あ る た め 、 デ
ザ イ ン 部 （ 突 出 部 ） の 鋭 角 に 折 り 曲 げ ら れ た 先 端 は 、 そ の 先 端 を 鋭 角 に 形 成 す る ほ ど に ひ
び 割 れ を 起 こ し て し ま う 虞 が あ っ た 。 さ ら に 先 端 が 鋭 角 に 折 り 曲 げ ら れ た 形 状 の も の は 、
折 り 曲 げ 成 形 の 他 に 押 出 成 形 し た 場 合 に お い て も 、 そ の 形 状 を 精 度 良 く 表 す こ と が 難 し か
っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 高 い 装 飾 性 を 備 え 、 し か も 生 産 性 に 優 れ た 笠 木 を 提 供 す る
点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に お け る 笠 木 は 、 パ ラ ペ ッ ト の 天 端 部 に 所 定 間 隔 を お い て 固 定 さ れ る ブ
ラ ケ ッ ト と 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト に 係 合 し て 前 記 パ ラ ペ ッ ト の 天 端 部 を 覆 う 笠 木 本 体 と 、 該 笠
木 本 体 の 外 側 面 に 装 着 さ れ る 化 粧 材 と を 備 え た 笠 木 に お い て 、 前 記 化 粧 材 は 、 前 記 笠 木 本
体 に そ の 基 端 を 接 続 し た 天 板 と 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト に そ の 基 端 を 接 続 す る と と も に そ の 先 端
を 前 記 天 板 に 接 続 し た 底 板 と を 備 え る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に お け る 笠 木 は 、 前 記 化 粧 材 に お け る 前 記 天 板 と 前 記 底 板 と の 間 を 、 前
記 天 板 か ら 下 方 に 延 設 さ れ 下 端 に 嵌 合 溝 又 は 嵌 合 突 起 の い ず れ か 一 方 を 備 え た 天 板 側 リ ブ
と 、 前 記 底 板 か ら 上 方 に 延 設 さ れ 上 端 に 嵌 合 溝 又 は 嵌 合 突 起 の い ず れ か 他 方 を 備 え た 底 板
側 リ ブ に よ り 連 結 さ れ た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に お け る 笠 木 は 、 前 記 天 板 側 リ ブ 及 び 底 板 側 リ ブ は 、 前 記 天 板 及 び 前 記
底 板 の 全 長 に 渡 っ て 一 体 に 形 成 さ れ た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に お け る 笠 木 は 、 前 記 底 板 の 基 端 側 を 下 方 に 垂 設 さ せ て 形 成 さ れ た 垂 壁
部 に 、 前 記 パ ラ ペ ッ ト 又 は 前 記 ブ ラ ケ ッ ト に 係 止 可 能 な 係 止 部 を 設 け た こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に お け る 笠 木 は 、 前 記 化 粧 材 の 先 端 側 に 下 方 に 延 設 し て 形 成 さ れ た 水 切
り 部 が 設 け ら れ た こ と で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 化 粧 材 が 天 板 と 底 板 と か ら な る こ と で 、 化 粧 材 が 折 り 曲 げ 部
分 で 分 割 可 能 な 構 造 と な り 、 笠 木 の 成 形 を 簡 便 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 化 粧 材 の 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 天 板 と 底 板 と の 間 に 設 け ら れ 一 体 に 連 結 さ れ た 天 板 側 リ ブ と
底 板 側 リ ブ を 、 化 粧 材 内 部 に 入 り 込 ん だ 水 分 を 外 部 に 排 出 す る 為 の 雨 樋 と し 、 パ ラ ペ ッ ト
に 対 す る 笠 木 の 防 水 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 変 形 し 易 い 化 粧 材 の 底 板 の 平 面 部 分 か ら 離 れ た 箇 所 で パ ラ ペ
ッ ト と 化 粧 材 が 接 続 さ れ る た め 、 そ の 接 続 箇 所 は 化 粧 材 の 変 形 に よ る 影 響 を 受 け 難 く 、 笠
木 の 安 定 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 パ ラ ペ ッ ト に 対 す る 笠 木 の 防 水 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に お け る 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 尚 、 以 下 に
説 明 す る 実 施 の 形 態 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 内 容 を 限 定 す る も の で は な
い 。 ま た 、 以 下 に 説 明 さ れ る 構 成 の 全 て が 、 本 発 明 の 必 須 要 件 で あ る と は 限 ら な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 本 実 施 例 に
お い て は 、 パ ラ ペ ッ ト １ の 天 端 部 ２ に 笠 木 ３ を 取 り 付 け る 場 合 を 例 に し て 説 明 す る 。 笠 木
３ に お い て 、 パ ラ ペ ッ ト １ の 天 端 部 ２ へ の 取 り 付 け 側 で あ る 笠 木 本 体 ３ Ａ は 、 ア ル ミ ニ ウ
ム を 押 出 成 形 し て 天 板 部 ４ と こ の 天 板 部 ４ の 両 側 か ら 内 面 板 ５ と 外 面 板 ６ と を 垂 設 し て 断
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面 略 コ 字 型 に 成 型 さ れ て い る 。 ま た 、 笠 木 本 体 ３ Ａ の 内 面 板 ５ は 、 中 間 部 が 楕 円 状 に 膨 ん
だ 湾 曲 部 ７ が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 そ の 下 端 部 に は 内 側 に 向 か っ て 水 平 に 突 設 し た 第
１ の フ ラ ン ジ 部 ８ を 一 体 形 成 し 、 そ の 先 端 に 後 述 す る ブ ラ ケ ッ ト に 引 っ 掛 け る 係 止 突 起 ９
を 形 成 し て い る 。 一 方 、 笠 木 本 体 ３ Ａ の 外 面 板 ６ は 、 下 方 に 向 か っ て 外 側 に 傾 斜 し て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 外 面 板 ６ と 天 板 部 ４ と の 角 部 及 び 外 面 板 ６ の 下 端 に は 、 係 合 部 10と し て 側 断 面 視
略 円 形 状 を 成 す 第 １ 及 び 第 ２ の 嵌 合 突 起 11,12を 形 成 し て い る 。 な お 、 こ の 第 １ 及 び 第 ２
の 嵌 合 突 起 11,12は 、 笠 木 本 体 ３ Ａ の 全 長 に 渡 っ て 一 体 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 尚 、 図 １ に お い て 13は 、 前 記 笠 木 本 体 ３ Ａ の 外 面 板 ６ に 装 着 す る 化 粧 材 13で あ り 、 前 記
化 粧 材 13は 、 天 板 14と 底 板 15と を 垂 直 方 向 に お い て 所 定 の 角 度 θ （ 本 実 施 例 で は 、 ０ ° ＜
θ ＜ ９ ０ ° に 形 成 ） に な る よ う そ の 先 端 （ 外 側 端 ） 16,17同 士 を 合 わ せ 、 そ の 基 端 （ 内 側
端 ） 18,19同 士 は 所 定 の 間 隔 を 有 し 、 上 下 に 重 ね 合 わ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 前 記 天 板 14の 基 端 （ 内 側 端 ） 18に は 、 下 方 に 向 か っ て 屈 曲 し た 第 １ の 屈 曲 片 20
が 形 成 さ れ 、 こ の 第 １ の 屈 曲 片 20の 底 面 側 に 係 合 受 部 21と し て 略 Ｃ 字 型 に 形 成 し た 第 １ の
嵌 合 溝 22を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 天 板 14の 先 端 （ 外 側 端 ） 16に は 、 そ の 先 端 16を 下 方 に 向 か っ て 屈 曲 し た 水 切 り 部
た る 第 ２ の 屈 曲 片 23が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 第 ２ の 屈 曲 片 23の 下 端 部 分 は 、 先 端 に 行 く ほ
ど 、 厚 み を 薄 く し 鋭 利 な 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 天 板 14の 裏 面 に お け る 前 記 先 端 16か ら 基 端 18ま で の 間 に は 、 所 定 間 隔 を お い て
下 方 に 延 設 さ れ 、 さ ら に 、 そ の 下 端 に そ れ ぞ れ 略 Ｃ 字 型 に 形 成 し た 第 ２ の 嵌 合 溝 24及 び 第
３ の 嵌 合 溝 25を 備 え た 第 １ の リ ブ 26と 第 ２ の リ ブ 27が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 こ れ ら 第 １ ～ ３ の 嵌 合 溝 22,24,25、 第 １ 及 び 第 ２ の 屈 曲 片 20,23、 さ ら に 、 第
１ 及 び 第 ２ の リ ブ 26,27は 、 天 板 14の 全 長 に 渡 っ て 一 体 に 形 成 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 天 板 14の 先 端 16に お い て 第 ２ の 屈 曲 片 23及 び 天 板 14の 裏 面 と に よ り 形 成 さ れ た 段
部 28に 密 接 に 係 合 可 能 に 形 成 さ れ た 先 端 （ 外 側 端 ） 17を 有 す る 前 記 底 板 15は 、 そ の 基 端 （
内 側 端 ） 19に 、 略 Ｃ 字 型 に 形 成 し た 第 ４ の 嵌 合 溝 29が 形 成 さ れ る と と も に 、 基 端 19に お け
る 第 ４ の 嵌 合 溝 29の 僅 か に 外 側 に は 、 僅 か に 内 側 に 向 け て 傾 斜 し て 形 成 さ れ た 第 １ の 立 ち
上 が り 壁 30が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 第 １ の 立 ち 上 が り 壁 30の 内 側 面 に は 、 波 型 に 形 成 さ れ
た 波 面 部 31が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 底 板 15で は 、 そ の 基 端 19か ら 下 方 に 向 け 延 設 さ れ た 第 １ の 垂 壁 部 32が 形 成 さ れ
て お り 、 こ の 第 １ の 垂 壁 部 32の 途 中 に は 、 内 側 に 向 か っ て 水 平 に 突 設 し た 第 ２ の フ ラ ン ジ
部 33が 形 成 さ れ る と 共 に 、 そ の 第 ２ の フ ラ ン ジ 部 33の 先 端 に は 、 垂 直 に 立 設 さ れ た 第 １ の
係 止 片 34が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 １ の 垂 壁 部 32の 下 端 に は 、 内 側 に 向 か っ て 水 平 に 突 設 し た 第 ３ の フ ラ ン ジ 部 35
が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 第 ３ の フ ラ ン ジ 部 35の 先 端 に は 、 第 ３ の 嵌 合 突 起 36が 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 第 ３ の 嵌 合 突 起 36に は 、 こ の 第 ３ の 嵌 合 突 起 36に 嵌 合 可 能 な 第 ５ の 嵌 合 溝 37を
備 え 弾 性 変 形 可 能 な ゴ ム 等 に よ っ て 形 成 さ れ た 防 水 カ バ ー 38が 設 け ら れ る 。 こ の 防 水 カ バ
ー 38の 先 端 は 、 第 ３ の 嵌 合 突 起 36に 嵌 合 し た 状 態 で は 、 上 方 に 傾 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 さ ら に 、 底 板 15の 上 面 に お い て そ の 先 端 17か ら 基 端 19ま で の 間 に は 、 所 定 間 隔 を お い て
上 方 に 向 か っ て 延 設 さ れ 、 さ ら に 、 そ の 上 端 に そ れ ぞ れ 前 記 第 ２ の 嵌 合 溝 24及 び 第 ３ の 嵌
合 溝 25に 嵌 合 可 能 な 第 ４ の 嵌 合 突 起 39及 び 第 ５ の 嵌 合 突 起 40を そ れ ぞ れ 備 え た 第 ３ の リ ブ
41及 び 第 ４ の リ ブ 42が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 こ れ ら 第 １ の 立 ち 上 が り 壁 30、 第 ４ の 嵌 合 溝 29、 第 ２ 及 び 第 ３ の フ ラ ン ジ 部 33
,35、 第 １ の 係 止 片 34、 第 ３ ～ ５ の 嵌 合 突 起 36,39,40、 第 ３ 及 び 第 ４ の リ ブ 41,42は 、 底 板
15の 全 長 に 渡 っ て 一 体 に 形 成 さ れ 、 防 水 カ バ ー 38に つ い て も 底 板 15の 全 長 に 渡 っ て 設 け ら
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 笠 木 ３ を 固 定 す る ブ ラ ケ ッ ト 43は 、 前 記 パ ラ ペ ッ ト １ の 天 端 部 ２ に 固 定 さ れ る 平
板 部 44と 、 こ の 平 板 部 44の 両 端 縁 か ら 垂 設 し た 一 対 の 第 ２ 及 び 第 ３ の 垂 壁 部 45,46と を 備
え る と と も に 、 第 ２ の 垂 設 壁 45と パ ラ ペ ッ ト １ と を 接 続 す る た め の 後 述 す る 接 続 部 材 を 備
え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 43は 第 １ 及 び 第 ２ の ブ ラ ケ ッ ト 47,48に 分 割 さ れ 、 第 １ の ブ ラ
ケ ッ ト 47が 外 側 に 、 第 ２ の ブ ラ ケ ッ ト 48が 内 側 に 位 置 し て 前 記 パ ラ ペ ッ ト １ の 天 端 部 ２ に
そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て い る 。 こ の 各 ブ ラ ケ ッ ト 47， 48の 一 端 縁 に は 、 そ れ ぞ れ 第 ２ 及 び 第 ３
の 立 ち 上 が り 壁 49， 50が 形 成 さ れ 、 第 １ の ブ ラ ケ ッ ト 47に お け る 第 ２ の 立 ち 上 が り 壁 49の
上 端 に は 、 さ ら に 水 平 受 面 51が 外 側 に 向 か っ て 突 設 さ れ 、 こ の 水 平 受 面 51の 外 端 縁 に 前 記
第 ２ の ブ ラ ケ ッ ト 47に お け る 第 ３ の 立 ち 上 が り 壁 50と 対 向 す る 降 下 片 52を 垂 設 し て い る 。
そ し て 、 第 １ の ブ ラ ケ ッ ト 47の 降 下 片 52に 蟻 溝 状 の 係 合 溝 部 53を 形 成 し 、 一 方 、 第 ２ の ブ
ラ ケ ッ ト 48に お け る 第 ３ の 立 ち 上 が り 壁 50に は 、 前 記 係 合 溝 部 53と 嵌 合 す る 係 合 突 部 54を
形 成 し 、 こ れ ら 係 合 溝 部 53と 係 合 突 部 54を 嵌 合 さ せ て 第 １ 及 び 第 ２ の ブ ラ ケ ッ ト 47， 48を
一 体 的 に 連 結 し て い る 。 ま た 、 前 記 各 ブ ラ ケ ッ ト 47， 48に は 、 先 端 に 緩 衝 ゴ ム 55を 装 着 し
た 受 け 用 リ ブ 56を 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 43の 平 板 部 44に は 、 鋼 板 な ど か ら な る 平 板 状 の 補 強 プ レ ー ト 57が 添 設 さ
れ 、 こ の 補 強 プ レ ー ト 57に ビ ス 58aを 挿 通 し 、 前 記 パ ラ ペ ッ ト １ の 天 端 部 ２ に 埋 設 し た ア
ン カ ー プ ラ グ 59に 螺 着 す る こ と に よ っ て 第 １ 、 第 ２ ブ ラ ケ ッ ト 47， 48と 補 強 プ レ ー ト 57を
パ ラ ペ ッ ト １ に 共 締 め 固 定 す る 。 さ ら に 、 ね じ 杆 58cを ブ ラ ケ ッ ト 43の 裏 面 側 か ら 貫 通 孔
（ 図 示 せ ず ） に 通 し て 補 強 プ レ ー ト 57の ね じ 孔 （ 図 示 せ ず ） に 螺 着 し て い る 。 つ ま り 、 ね
じ 杆 58cは 補 強 プ レ ー ト 57の 裏 面 側 に 垂 下 し て 各 ブ ラ ケ ッ ト 47,48か ら 突 出 す る 。 ま た 、 ね
じ 杆 58cの 上 端 側 は 補 強 プ レ ー ト 57の ね じ 孔 か ら 突 出 し 、 そ の ね じ 杆 58cの ね じ 溝 が 補 強 プ
レ ー ト 57の 表 面 側 に 露 出 し 、 外 部 か ら ね じ 杆 58cを 回 す こ と に よ っ て 補 強 プ レ ー ト 57に 対
す る ね じ 杆 58cの 高 さ を 調 節 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 第 ２ の 垂 設 壁 45と パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60と の 間 に は 、 第 ４ 及 び 第 ５ の 垂 壁 部 61
,62と 、 そ の 第 ４ 及 び 第 ５ の 垂 壁 部 61,62が ほ ぼ 段 違 い 平 行 と な る よ う 連 結 す る 水 平 部 63と
か ら な る 接 続 部 材 64が 設 け ら れ 、 こ の 接 続 部 材 64に お け る 第 ４ の 垂 壁 部 61の 平 面 は 第 ２ の
垂 設 壁 45の 平 面 に ビ ス 65に よ り 固 定 さ れ 、 ま た 第 ５ の 垂 壁 部 62は パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60
へ ビ ス 58b及 び ア ン カ ー プ ラ グ 59に よ り 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の 構 成 に つ い て 作 用 を 述 べ る と 、 こ の 化 粧 材 13を 備 え た 笠 木 本 体 ３ Ａ の パ ラ ペ ッ ト
１ へ の 取 り 付 け 方 法 に つ い て は 、 ま ず 、 各 ブ ラ ケ ッ ト 47， 48に 形 成 す る 係 合 溝 部 53と 係 合
突 部 54を 嵌 合 さ せ て 各 ブ ラ ケ ッ ト 47， 48を 一 体 的 に 連 結 す る 。 そ し て 、 各 ブ ラ ケ ッ ト 47,4
8に 補 強 プ レ ー ト 57を 通 し 、 こ の 補 強 プ レ ー ト 57で 各 ブ ラ ケ ッ ト 47， 48を 直 線 的 に 位 置 決
め す る 。 こ の 後 、 補 強 プ レ ー ト 57と 各 ブ ラ ケ ッ ト 47， 48に ビ ス 58aを 挿 入 し 、 こ の ビ ス 58a
を パ ラ ペ ッ ト １ の 天 端 部 ２ に 埋 設 す る ア ン カ ー プ ラ グ 59に ね じ 込 ん で 補 強 プ レ ー ト 57と 各
ブ ラ ケ ッ ト 47， 48を 共 締 め 固 定 す る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ の 後 、 ブ ラ ケ ッ ト 43の 第 １ の 垂 壁 部 45と パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60と の 間 に 接 続 部 材 64
を 配 置 し 、 接 続 部 材 64に お け る 第 ４ の 垂 壁 部 61を ブ ラ ケ ッ ト 43の 第 １ の 垂 壁 部 45に ビ ス 65
に よ り 固 定 さ せ 、 さ ら に 、 第 ５ の 垂 壁 部 62を パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60に ビ ス 58b及 び ア ン
カ ー プ ラ グ 59に よ り 固 定 さ せ 、 接 続 部 材 64に よ り ブ ラ ケ ッ ト 43の 第 １ の 垂 壁 部 45と パ ラ ペ
ッ ト １ の 外 側 面 60と を 一 体 に 固 定 さ れ た 状 態 に す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 パ ラ ペ ッ ト １ に 固 定 し た 各 ブ ラ ケ ッ ト 47， 48に 笠 木 ３ を 固 定 す る も の で あ る が
、 笠 木 ３ の 固 定 に 際 し 、 予 め 笠 木 本 体 ３ Ａ に 化 粧 材 13を 装 着 し て お く 。 こ こ で 、 化 粧 材 13
は 天 板 14と 底 板 15と が 、 そ の 先 端 16,17同 士 を 係 合 さ せ 、 第 １ の リ ブ 26の 第 １ の 嵌 合 溝 22
と 第 ３ の リ ブ 41の 第 ５ の 嵌 合 突 起 39と を 嵌 合 さ せ て 第 １ の リ ブ 26と 第 ３ の リ ブ 41と を 連 結
さ せ 、 第 ２ の リ ブ 27の 第 ２ の 嵌 合 溝 25と 第 ４ の リ ブ 42の 第 ６ の 嵌 合 突 起 40と を 嵌 合 さ せ て
第 ２ の リ ブ 27と 第 ４ の リ ブ 42と を 連 結 さ せ た 状 態 で 一 体 化 さ れ た も の で 、 こ の 状 態 の 化 粧
材 13を 笠 木 本 体 ３ Ａ に 装 着 す る が 、 笠 木 本 体 ３ Ａ と 化 粧 材 13と の 接 続 方 法 に つ い て は 、 笠
木 本 体 ３ Ａ の 外 面 板 ６ の 上 縁 部 に 形 成 す る 第 １ の 嵌 合 突 起 11に 化 粧 材 13の 第 １ の 嵌 合 溝 22
を 嵌 め 入 れ る と と も に 、 外 面 板 ６ の 下 端 部 に 形 成 す る 第 ２ の 嵌 合 突 起 12を 化 粧 材 13の 基 端
19に 形 成 す る 第 ４ の 嵌 合 溝 29に 嵌 め 入 れ る 。 さ ら に 、 外 面 板 ６ の 平 面 と 第 １ の 立 ち 上 が り
壁 30の 波 面 部 31と を ビ ス 66に よ り 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 笠 木 本 体 ３ Ａ の 第 １ 及 び 第 ２ の 嵌 合 突 起 11,12を 化 粧 材 13に お け る 第 １ 及
び 第 ４ の 嵌 合 溝 22,29に 嵌 合 さ せ る と と も に 外 面 板 ６ と 第 １ の 立 ち 上 が り 壁 30を 接 続 さ せ
て 笠 木 本 体 ３ Ａ と 化 粧 材 13を 一 体 的 に 連 結 す る 。 こ の 後 、 笠 木 本 体 ３ Ａ と 化 粧 材 13と を 各
ブ ラ ケ ッ ト 47， 48に 被 せ る よ う に し て 外 装 す る 。 こ の と き 、 笠 木 本 体 ３ Ａ の 内 面 板 ５ と 化
粧 材 13の 第 １ の 垂 設 壁 32を や や 外 側 に 開 く よ う に し て 撓 ま せ た 状 態 で 笠 木 本 体 ３ Ａ と 化 粧
材 13を 各 ブ ラ ケ ッ ト 47， 48に 被 せ 、 笠 木 本 体 ３ Ａ と 化 粧 材 13の 弾 性 復 帰 に よ り 、 内 面 板 ５
に 形 成 さ れ る 係 止 突 起 ８ を 第 ２ の ブ ラ ケ ッ ト 48に お け る 第 ２ の 垂 壁 部 46の 先 端 側 に 弾 発 的
に 係 止 し 、 さ ら に 、 化 粧 材 13の 第 １ の 係 止 片 34を 第 １ の ブ ラ ケ ッ ト 48に お け る 第 １ の 垂 設
壁 45の 先 端 側 に 弾 発 的 に 係 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ う し て 、 笠 木 本 体 ３ Ａ と 化 粧 材 13と を パ ラ ペ ッ ト １ に 固 定 し た 各 ブ ラ ケ ッ ト 47， 48に
固 定 す る 。 ま た 、 こ の 時 、 防 水 カ バ ー 38の 先 端 は 、 パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60に 接 触 し た 状
態 で あ る 。 こ れ に よ り 、 笠 木 ３ と パ ラ ペ ッ ト １ と の 隙 間 を 塞 ぎ 、 こ れ に よ り 笠 木 ３ 内 へ の
雨 水 並 び に 鳥 や 虫 な ど の 侵 入 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 、 パ ラ ペ ッ ト １ に 装 着 さ れ た 笠 木 ３ の 化 粧 材 13は 、 そ の 先 端 部 分 を 図 １ に 示
す よ う に 、 天 板 14の 先 端 16か ら 基 端 18ま で を 距 離 Ｌ （ 好 ま し く は 、 ２ ０ ０ mm≦ Ｌ ≦ ２ ５ ０
mm） に 形 成 さ れ て い る た め 、 パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60か ら 外 側 に 大 き く 突 出 す る こ と と な
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 化 粧 材 13を 備 え た 笠 木 本 体 ３ Ａ は 、 化 粧 材 13に お い て 天 板 14と 底 板 15と の 接 続 部 分
に お け る 天 板 14の 先 端 16に 水 切 り 部 （ 第 ２ の 屈 曲 片 ） 23が 形 成 さ れ た こ と で 、 天 板 14を 伝
う 雨 水 は 、 底 板 15を 伝 う こ と な く 水 切 り 部 23に 案 内 さ れ 下 方 へ と 落 さ れ る 。 こ の と き 、 水
切 り 部 23の 先 端 が 鋭 利 に 形 成 さ れ た こ と で 、 よ り 雨 水 を 下 方 に 案 内 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 天 板 14と 底 板 15の 先 端 16,17同 士 を 密 接 に 係 合 す る 構 造 と し た こ と よ り 、 こ の 天
板 14と 底 板 15と の 先 端 16,17に お け る 係 合 部 分 か ら 水 分 が 侵 入 す る こ と を 防 ぐ と と も に 、
化 粧 材 13に 力 が 作 用 し た 場 合 に 先 端 16,17同 士 が 離 れ る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 第 １ の リ ブ 26と 第 ３ の リ ブ 41と を 連 結 さ せ 、 第 ２ の リ ブ 27と 第 ４ の リ ブ 42と を
連 結 さ せ 、 さ ら に 、 笠 木 本 体 ３ Ａ の 外 面 板 ６ と 第 １ の 立 ち 上 が り 壁 30と を 接 続 さ せ た こ と
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に よ り 、 化 粧 材 13に お け る 天 板 14と 底 板 15と 笠 木 本 体 ３ Ａ に お け る 外 面 板 ６ に よ っ て 囲 ま
れ た 空 間 が Ａ ,Ｂ ,Ｃ と ３ 分 割 さ れ 、 こ れ ら 各 リ ブ 26,27,41,42、 第 １ の 立 ち 上 が り 壁 30及
び 笠 木 本 体 ３ Ａ の 外 面 板 ６ が 化 粧 材 13を 内 部 か ら 支 え る 骨 材 と し て の 役 割 を 担 い 、 こ れ に
よ り 、 化 粧 材 13の 天 板 14又 は 底 板 15に 風 雨 に よ る 力 が か か る 場 合 や 、 化 粧 材 13自 体 の 重 力
モ ー メ ン ト が か か る 場 合 や 、 ま た は 、 天 板 14に 積 雪 又 は 氷 柱 等 の 氷 の 荷 重 が か か る 場 合 等
に も 化 粧 材 13の 変 形 を 最 小 限 に と ど め 、 さ ら に 、 化 粧 材 13の 揺 動 も 最 小 限 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 化 粧 材 13の 空 間 を ３ 分 割 し た こ と に よ り 、 各 空 間 Ａ ,Ｂ ,Ｃ は そ れ ぞ れ 単 独 で 水 平
に 延 び た 雨 樋 と 同 等 の 構 成 と な っ て い る 。 そ の た め 、 化 粧 材 13の 先 端 16,17に お け る 係 合
箇 所 又 は 天 板 14の 基 端 18と 笠 木 本 体 ３ Ａ の 外 面 板 ６ と の 嵌 合 箇 所 等 か ら 水 分 が 侵 入 し た 場
合 に お い て 、 侵 入 し た 水 分 は 各 空 間 Ａ ,Ｂ ,Ｃ に よ り 、 水 平 方 向 に 案 内 さ れ 化 粧 材 13の 横 側
開 口 部 分 か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60と 笠 木 ３ に お け る 化 粧 材 13と の 接 続 箇 所 を 、 底 板 15の
平 面 部 分 に お け る 基 端 19か ら 下 方 に 延 設 さ れ た 第 １ の 垂 設 壁 32に 設 け た こ と に よ り 、 様 々
な 力 が 作 用 し 変 形 し 易 い 化 粧 材 13の 底 板 15の 平 面 部 分 か ら 離 れ た 箇 所 で パ ラ ペ ッ ト １ と 笠
木 ３ に お け る 化 粧 材 13が 接 続 さ れ る た め 、 そ の 接 続 箇 所 は 化 粧 材 13の 変 形 に よ る 影 響 を 受
け 難 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 化 粧 材 13を 押 し 上 げ よ う と す る 力 が か か っ た 場 合 に 、 化 粧 材 13が 基 端 18,19を 軸
に 図 １ 中 に お け る 時 計 回 り 上 向 き に 回 動 し た と し て も 、 第 １ の 係 止 片 34は 、 そ の 構 成 に お
い て 上 方 に 開 口 し た 略 Ｊ 字 型 の 鉤 状 に な っ て お り 、 極 め て 外 れ 難 い 構 造 と な っ て い る 。 さ
ら に 、 防 水 カ バ ー 38の 先 端 が 上 方 に 傾 い て 設 け ら れ た こ と に よ り 、 底 板 15の 第 １ の 垂 設 壁
32を 伝 い 落 ち 、 第 ３ の フ ラ ン ジ 部 35か ら 防 水 カ バ ー 38に 伝 っ て く る 雨 水 が 防 水 カ バ ー 38に
よ り 水 切 り さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 パ ラ ペ ッ ト １ に 笠 木 ３ を 装 着 す る 場 合 に お い て 、 パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60と 笠 木
本 体 ３ と の 接 続 部 分 に は 、 螺 子 止 め 等 の 固 定 手 段 を 用 い ず 、 ブ ラ ケ ッ ト 43の 第 １ の 垂 設 壁
45に 化 粧 材 13の 底 板 15に お け る 第 １ の 係 止 片 34を 係 止 す る だ け の 構 成 を 採 用 し た こ と に よ
り 、 人 間 が そ の 身 を 乗 り 出 し て 作 業 を 行 わ な け れ ば な ら な い パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60で の
作 業 を 簡 便 な も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 本 実 施 例 で は 化
粧 材 13の 天 板 14は 略 水 平 に 設 け ら れ た も の で あ る が 、 図 ３ に 示 す よ う な 天 板 14を 上 方 に 傾
斜 さ せ た も の や 、 下 方 に 傾 斜 し た も の で あ っ て も 構 わ な い も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ブ ラ ケ ッ ト 43へ の 笠 木 本 体 ３ Ａ の 装 着 を よ り 確 実 に す る 為
に 、 笠 木 本 体 ３ Ａ の 内 面 板 ５ を 第 ２ の ブ ラ ケ ッ ト 48に お け る 第 ３ の 垂 設 壁 46に ビ ス 67に よ
っ て 螺 子 止 め し て も 構 わ な い も の と す る 。 こ れ に よ り 、 螺 子 止 め 等 の 固 定 手 段 を 有 し て い
な い パ ラ ペ ッ ト １ の 外 側 面 60と 化 粧 材 13と の 接 続 部 分 が 不 意 に 解 除 さ れ た 場 合 に も 、 笠 木
３ が パ ラ ペ ッ ト １ か ら 完 全 に 離 脱 す る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 前 記 実 施 例 で は 請 求 項 １ に 対 応 し て 、 パ ラ ペ ッ ト １ の 天 端 部 ２ に 所 定 間
隔 を お い て 固 定 さ れ る ブ ラ ケ ッ ト 43と 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト 43に 係 合 し て 前 記 パ ラ ペ ッ ト １ の
天 端 部 １ を 覆 う 笠 木 本 体 ３ Ａ と 、 こ の 笠 木 本 体 ３ Ａ の 外 側 面 ６ に 装 着 さ れ る 化 粧 材 13と を
備 え た 笠 木 ３ に お い て 、 前 記 化 粧 材 13は 、 前 記 笠 木 本 体 ３ Ａ に そ の 基 端 18を 接 続 し た 天 板
14と 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 43に そ の 基 端 19を 接 続 す る と と も に そ の 先 端 17を 前 記 天 板 14に 接 続
し た 底 板 15と か ら な る こ と に よ り 、 化 粧 材 13が 天 板 14と 底 板 15と か ら な る こ と で 、 化 粧 材
13が 折 り 曲 げ 部 分 で 分 割 可 能 な 構 造 と な り 、 笠 木 ３ の 成 形 を 簡 便 な も の と す る こ と が で き
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る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 例 で は 請 求 項 ２ に 対 応 し て 、 前 記 化 粧 材 13に お け る 前 記 天 板 14と 前 記 底
板 15と の 間 を 、 前 記 天 板 14か ら 下 方 に 延 設 さ れ 下 端 に 嵌 合 溝 24,25を 備 え た 天 板 側 リ ブ 26,
27と 、 前 記 底 板 15か ら 上 方 に 延 設 さ れ 上 端 に 嵌 合 突 起 39,40を 備 え た 底 板 側 リ ブ 41,42に よ
り 連 結 さ れ た こ と に よ り 、 笠 木 ３ の 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 前 記 実 施 例 で は 請 求 項 ３ に 対 応 し て 、 前 記 天 板 側 リ ブ 26,27及 び 底 板 側 リ ブ 41,
42は 、 前 記 天 板 14及 び 前 記 底 板 15の 全 長 に 渡 っ て 一 体 に 形 成 さ れ た こ と に よ り 、 天 板 14と
底 板 15と の 間 に 設 け ら れ 一 体 に 連 結 さ れ た 天 板 側 リ ブ 26,27と 底 板 側 リ ブ 41,42を 、 化 粧 材
13内 部 に 入 り 込 ん だ 水 分 を 外 部 に 排 出 す る 為 の 雨 樋 と し 、 パ ラ ペ ッ ト １ に 対 す る 笠 木 ３ の
防 水 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 例 で は 請 求 項 ４ に 対 応 し て 、 前 記 底 板 15の 基 端 19側 を 下 方 に 垂 設 さ せ て
形 成 さ れ た 垂 壁 部 32に 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 43又 は 前 記 パ ラ ペ ッ ト １ に 係 止 可 能 な 係 止 部 34を
設 け た こ と に よ り 、 変 形 し 易 い 化 粧 材 13の 底 板 の 平 面 部 分 か ら 離 れ た 箇 所 で パ ラ ペ ッ ト １
と 化 粧 材 13が 接 続 さ れ る た め 、 そ の 接 続 箇 所 は 化 粧 材 13の 変 形 に よ る 影 響 を 受 け 難 く 、 笠
木 ３ の 安 定 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 実 施 例 で は 請 求 項 ５ に 対 応 し て 、 前 記 化 粧 材 13の 先 端 側 に 下 方 に 延 設 し て
形 成 さ れ た 水 切 り 部 23が 設 け ら れ た こ と に よ り 、 パ ラ ペ ッ ト １ に 対 す る 笠 木 ３ の 防 水 性 が
向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に お け る 笠 木 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 、 図 １ に お け る 取 付 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 、 本 実 施 例 に お け る 化 粧 材 の 変 形 例 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 、 本 実 施 例 に お け る 笠 木 と ブ ラ ケ ッ ト の 内 面 板 と を 螺 子 止 め し た 変 形 例 を 示
す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
１ 　 パ ラ ペ ッ ト
２ 　 天 端 部
３ 　 笠 木
３ Ａ 　 笠 木 本 体 （ 笠 木 ）
６ 　 外 側 面
13　 化 粧 材 （ 笠 木 ）
14　 天 板
15　 底 板
16　 先 端 （ 天 板 ）
17　 先 端 （ 底 板 ）
18　 基 端 （ 天 板 ）
19　 基 端 （ 底 板 ）
23　 水 切 り 部 （ 第 ２ の 屈 曲 部 ）
24　 第 ２ の 嵌 合 溝
25　 第 ３ の 嵌 合 溝
26　 第 １ の リ ブ （ 天 板 側 リ ブ ）
27　 第 ２ の リ ブ （ 天 板 側 リ ブ ）
32　 第 １ の 垂 設 壁
34　 第 １ の 係 止 片
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39　 第 ４ の 嵌 合 突 起
40　 第 ５ の 嵌 合 突 起
41　 第 ３ の リ ブ （ 底 板 側 リ ブ ）
42　 第 ４ の リ ブ （ 底 板 側 リ ブ ）
43　 ブ ラ ケ ッ ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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